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【Ⅲ－４－４ 地域移行・地域生活支援の充実を含む質の高い精神医療の評価－⑤】 

⑤ 精神疾患を有する者の地域定着に向けた 

多職種による支援の評価の新設 
 

第１ 基本的な考え方 
 

精神疾患患者の地域定着を推進する観点から、精神科外来への通院及
び重点的な支援を要する患者に対して、多職種による包括的支援マネジ
メントに基づく相談・支援等を実施した場合について、新たな評価を行
う。 

 
第２ 具体的な内容 
 

精神科外来に通院する重点的な支援を要する患者に対し、多職種によ
る相談支援や関係機関との連絡調整等を行った場合の評価を新設する。 

 

改 定 案 現   行 

【通院精神療法】 

［算定要件］ 

注９ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険医療機関において、１を算定す

る患者であって、重点的な支援を

要するものに対して、精神科を担

当する医師の指示の下、看護師又

は精神保健福祉士が、当該患者が

地域生活を継続するための面接

及び関係機関との連絡調整を行

った場合に、療養生活継続支援加

算として、初回算定日の属する月

から起算して１年を限度として、

月１回に限り350点を所定点数に

加算する。ただし、注８に規定す

る加算を算定した場合は、算定し

ない。 

 

［施設基準］ 

一の一の五 通院・在宅精神療法の注

９に規定する施設基準 

【通院精神療法】 

［算定要件］ 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［施設基準］ 

（新設） 
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療養生活を継続するための支援を

行うにつき十分な体制が確保されて

いること。 

 

第47の７ 通院・在宅精神療法 

３ 通院・在宅精神療法の療養生活継

続支援加算の施設基準 

(1) 当該保険医療機関内に、当該支援

に専任の看護師又は専任の精神保

健福祉士が１名以上勤務している

こと。 

(2) 当該看護師又は精神保健福祉士

が同時に担当する療養生活継続支

援の対象患者の数は１人につき80

人以下であること。また、それぞれ

の看護師又は精神保健福祉士が担

当する患者の一覧を作成している

こと。 

(3) 当該看護師については、精神科等

の経験を３年以上有し、精神看護関

連領域に係る適切な研修を修了し

た者であること。なお、ここでいう

精神看護関連領域に係る適切な研

修とは、次の事項に該当する研修の

ことをいう。 

ア 国又は医療関係団体等が主催

する研修であること（600時間以

上の研修期間であって、修了証が

交付されるもの）。 

イ 精神看護関連領域に係る専門

的な知識・技術を有する看護師の

養成を目的とした研修であるこ

と。 

ウ 講義及び演習は、次の内容を含

むものであること。 

(ｲ) 精神看護関連領域に必要な理

論及び保健医療福祉制度等の概

要 

(ﾛ) 精神症状の病因・病態、治療 

(ﾊ) 精神看護関連領域における倫

理的課題と対応方法 

(ﾆ) 精神看護関連領域に関するア

セスメントと援助技術 

 

 

 

 

第47の７ 通院・在宅精神療法 

（新設） 
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(ﾎ) 患者・家族の支援、関係調整 

(ﾍ) ケアの連携体制の構築（他職

種・他機関との連携、社会資源

の活用） 

(ﾄ) ストレスマネジメント 

(ﾁ) コンサルテーション方法 

エ 実習により、事例に基づくアセ

スメントと精神看護関連領域に

必要な看護実践を含むものであ

ること。 

 




